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紹
介
事
例
の
概
要

団

体

名

株
式
会
社

南
部
美
人

認
定
事
業
区
分

農
商
工
等
連
携

認
定
事
業
名

岩
手
の
果
実
を
活
用
し
た
糖

類
無
添
加
リ
キ
ュ
ー
ル
の
事

業
化

認

定

日

平
成
２１
年
１０
月
２７
日

岩
手
県
内
陸
部
の
最
北
端
、
自
然
豊
か
な
二

戸
市二

戸
市
は
平
成
１８
年
１
月
１
日
、
二
戸
市
と

浄
法
寺
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
岩
手
県
内

陸
部
の
北
端
に
位
置
し
、
北
上
山
地
、
奥
羽
山

脈
か
ら
な
る
山
地
、
丘
陵
地
が
約
９
割
を
占
め

る
。
折
爪
馬
仙
峡
県
立
自
然
公
園
を
は
じ
め
、

金
田
一
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

市
街
地
は
南
北
に
走
る
馬
淵
川
の
河
岸
段
丘
上

に
形
成
さ
れ
る
。
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
包
ま

れ
る
こ
こ
二
戸
市
で
、
株
式
会
社
南
部
美
人

（
以
下
、
南
部
美
人
）
は
、
特
許
も
取
得
し
た

「
糖
類
無
添
加
梅
酒
の
製
造
方
法
」
の
技
術
を

活
用
し
、
梅
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
山
ブ
ド
ウ
な

ど
岩
手
県
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
糖
類
無

添
加
リ
キ
ュ
ー
ル
を
開
発
、
販
売
す
る
。

「
糖
類
無
添
加
梅
酒
」
開
発
へ
の
取
組
み

南
部
美
人
に
は
元
々
「A

L
L
K
O
JI

全
麹
仕

込
み
」
と
い
う
日
本
酒
が
あ
る
。
通
常
の
も
の

に
比
べ
グ
ル
コ
ー
ス
の
濃
度
も
高
く
、
酸
度
も

ア
ミ
ノ
酸
も
純
米
酒
の
３
倍
あ
り
、
こ
れ
に
イ

チ
ゴ
や
キ
ウ
イ
を
入
れ
て
飲
む
と
お
い
し
い
と

い
う
発
見
か
ら
、「
イ
チ
ゴ
や
キ
ウ
イ
と
い
っ

た
果
実
を
入
れ
て
お
い
し
い
な
ら
、
梅
を
入
れ

て
も
お
い
し
い
は
ず
」
と
、
全
麹
仕
込
み
酒
を

応
用
し
た
「
糖
類
無
添
加
梅
酒
」
と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
た
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、
糖
類

無
添
加
用
の
全
麹
仕
込
み
技
術
を
確
立
、
こ
の

「
糖
類
無
添
加
リ
キ
ュ
ー
ル
の
製
造
方
法
」
の

技
術
は
特
許
を
取
得
し
、
競
合
他
社
に
は
真
似

の
で
き
な
い
世
界
で
唯
一
の
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
梅

酒
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。

こ
の
商
品
の
特
徴
は
、
糖
類
（
甘
味
料
を
含

む
）
無
添
加
は
も
ち
ろ
ん
、
酸
味
料
や
保
存
料

と
い
っ
た
添
加
物
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。

砂
糖
が
入
ら
ず
カ
ラ
メ
ル
反
応
が
起
き
な
い
た

め
、
梅
酒
特
有
の
色
と
は
異
な
る
天
然
の
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ピ
ン
ク
が
お
洒
落
で
、
結
婚
式

や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
大
勢
が
集
ま
る
場
で
の
乾

杯
の
お
酒
に
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。
通
常
の
梅
酒
に

あ
る
よ
う
な
ベ
タ
ベ
タ
し
た
甘
さ
が
な
く
、
料

理
と
の
相
性
も
よ
い
の
で
、
地
元
に
と
ど
ま
ら

ず
首
都
圏
の
飲
食
店
に
も
販
路
は
広
が
り
、
さ

ら
に
海
外
へ
も
販
路
は
拡
大
し
て
い
る
。

認
定
事
業
を
積
極
展
開
！
新
酒
蔵
を
増
設

事
業
計
画
の
認
定
前
か
ら
地
元
の
岩
手
県
庁
、

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
の
担
当
者

か
ら
農
商
工
等
連
携
の
認
定
制
度
や
中
小
機
構

の
支
援
施
策
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
国
の
認
定
に

基
づ
く
信
用
に
よ
る
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
、
中
小
機
構
の
支
援
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
岩
手
県
や
二
戸
市

で
も
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
は
積

極
的
で
、
関
係
者
の
強
い
要
望
も
あ
り
認
定
に

至
っ
た
。

商
品
製
造
の
段
階
で
は
苦
労
も
あ
っ
た
。
南

部
美
人
で
は
新
商
品
を
安
定
生
産
す
る
た
め
新

酒
蔵
を
増
設
し
た
が
、
既
存
の
酒
蔵
に
清
酒
製

造
と
は
別
に
リ
キ
ュ
ー
ル
製
造
の
免
許
を
取
得

し
て
お
り
、
当
初
、
国
税
庁
は
新
酒
蔵
に
対
し

て
新
た
な
リ
キ
ュ
ー
ル
製
造
免
許
の
取
得
を
認

め
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
新
酒
蔵
で
認
定
事
業

の
リ
キ
ュ
ー
ル
を
製
造
で
き
な
け
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
な
物
流
に
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
認
定
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
備
投
資
し
た
効
果

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
清
酒
メ
ー
カ
ー

と
し
て
南
部
美
人
が
事
業
計
画
認
定
を
受
け
る

う
え
で
、
経
済
産
業
省
及
び
農
林
水
産
省
と
と

も
に
国
税
庁
自
体
も
認
定
権
者
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
行
動
力
の
あ
る
久
慈
専
務
の
積
極
的
な
働

き
か
け
も
あ
り
、
新
酒
蔵
に
も
無
事
新
た
な
免

許
の
取
得
が
認
め
ら
れ
、
商
品
を
量
産
す
る
準

備
が
整
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
、
商
品
Ｐ
Ｒ
活
動
の
段
階
で
認
定
事
業

の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
は
種
々
あ
る
が
、
南

部
美
人
で
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
を
う
ま
く
活
用
し

て
い
る
。
認
定
申
請
か
ら
商
品
完
成
、
県
知
事

五代目蔵元の久慈浩介専務取締役

「南部美人」事務所兼店舗入口の写真

新新連携・地地域資源活用・農農商工連携

独立行政法人 中小企業基盤整備機構
新事業支援部 連携事業支援課 井上 大輔

地元岩手の果実を積極活用、特許技術でつくる
「糖類無添加」リキュールで地元農家の活性化に貢献
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へ
の
報
告
と
、
要
所
の
段
階
で
行
政
機
関
の
記

者
ク
ラ
ブ
へ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
提
供
し
、
記

者
会
見
を
開
く
。「
他
の
関
係
者
の
巻
き
込
み

方
が
大
切
」
と
久
慈
専
務
は
語
る
。
認
定
前
か

ら
他
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
効
果
的
に
商
品
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
む
姿
勢
が
伺
え
る
。

中
小
機
構
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
積
極
活
用
！

中
小
機
構
の
支
援
に
つ
い
て
は
「
商
品
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
の
は
大
歓

迎
」
と
久
慈
専
務
。
南
部
美
人
で
は
中
小
機
構

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、
東
京
の
表
参
道
駅
近
く
に
あ
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
だ
。
中
小
機
構
で

は
、
事
業
者
の
首
都
圏
で
の
販
路
開
拓
の
き
っ

か
け
づ
く
り
や
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た

め
、
商
品
の
購
入
だ
け
で
な
く
飲
食
も
楽
し
め

る
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
。

南
部
美
人
の
商
品
も
１
階
の
シ
ョ
ッ
プ
に
展
示

・
販
売
さ
れ
、
２
階
で
は
実
際
に
レ
ス
ト
ラ
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
女
性
向
け
に
２
階
フ
ロ
ア

ー
を
貸
切
り
「
梅
酒
を
楽
し
む
女
子
の
会
」
を

開
催
、
消
費
者
が
商
品
を
体
験
す
る
場
を
提
供

し
、
現
場
の
生
の
反
応
を
把
握
す
る
機
会
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
小
機
構
で
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
の

一
環
と
し
て
、
企
業
が
取
り
組
む
課
題
を
解
決

す
る
た
め
各
分
野
で
実
務
経
験
が
豊
富
な
専
門

家
を
企
業
に
派
遣
し
て
い
る
が
、
取
材
当
日
、

地
域
活
性
化
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
、
Ａ

Ｄ
）
の
派
遣
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

中
小
機
構
東
北
支
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
（
以
下
、
Ｐ
Ｍ
）
の
鎌
田
Ｐ
Ｍ
、
本
部

の
折
茂
Ａ
Ｄ
が
訪
問
す
る
現
場
に
同
席
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
現
場
の
支
援

今
回
の
支
援
テ
ー
マ
は
商
品
の
販
路
開
拓
が

メ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ

ザ
イ
ン
、
梅
酒
製
造
の
際
に
生
じ
る
漬
梅
の
活

用
方
法
と
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
た
。
打
合
せ
の

中
で
は
、
消
費
者
が
購
入
し
て
か
ら
商
品
を
開

封
し
、
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
、
実
際
に
飲
む
ま
で
の

姿
を
常
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
久
慈
専
務
の
様
子
が

印
象
的
で
、
日
々
生
活
す
る
消
費
者
の
姿
、
生

活
シ
ー
ン
を
意
識
す
る
姿
勢
が
み
え
る
。「
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
糖
類
無
添
加
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
当
社
の
強
み
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
、
ど
こ
へ
で
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
」
と
久
慈

専
務
。

そ
の
後
、
漬
け
梅
を
活
用
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
商
品
と
し
て
何
を
作
る
の
が
一
番
よ
い

の
か
と
い
う
議
論
に
な
り
、「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
な

ん
か
よ
い
の
で
は
」
と
久
慈
専
務
が
言
え
ば
、

早
速
、
折
茂
Ａ
Ｄ
は
食
品
開
発
関
係
の
紹
介
先

の
情
報
を
検
討
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
議

論
が
進
む
度
に
新
た
な
議
論
が
前
へ
進
む
。
さ

ら
に
「
漬
け
梅
を
た
だ
廃
棄
す
る
の
で
は
コ
ス

ト
に
な
る
だ
け
。
他
商
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
活
用
の
道
が
あ
れ
ば
と
く
に
原
材

料
の
代
金
は
い
ら
な
い
し
、
廃
棄
す
る
は
ず
の

も
の
で
お
金
を
も
ら
っ
た
ら
罰
が
当
た
る
」
と

久
慈
専
務
の
経
営
者
と
し
て
の
価
値
観
が
垣
間

見
え
る
。
漬
け
梅
の
二
次
利
用
に
よ
る
直
接
的

な
利
益
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
コ
ラ
ボ
商
品

と
と
も
に
南
部
美
人
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
拡
散
を

狙
う
戦
略
的
な
発
想
、
今
後
の
販
路
開
拓
の
新

し
い
視
点
と
し
て
注
目
し
た
い
。

現
在
、
世
界
２１
カ
国
へ
拡
大
中
！
拡
が
る
海

外
展
開

現
在
、
南
部
美
人
で
は
海
外
の
２１
カ
国
で
商

品
を
販
売
、
認
定
事
業
の
商
品
で
あ
る
梅
酒
の

輸
出
量
は
全
体
の
１
％
程
度
と
、
海
外
で
は
ま

だ
「
梅
酒
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
認
知
は
低
い
。

現
地
で
の
経
験
か
ら
久
慈
専
務
は
「
梅
酒
は
現

地
で
は
「
プ
ラ
ム
ワ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

ワ
イ
ン
と
い
う
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
低
価
格

の
競
合
商
品
が
多
く
、
糖
類
無
添
加
と
い
う
差

別
化
も
活
か
さ
れ
な
い
。
糖
類
無
添
加
と
い
う

付
加
価
値
を
如
何
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
が
今
後

の
課
題
」
と
語
る
。

ま
た
、「
海
外
展
開
で
大
切
な
の
は
、
現
地

の
消
費
者
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
徹
底
的
に

調
査
し
、
そ
の
地
域
の
人
々
の
文
化
や
、
ど
の

よ
う
な
価
値
観
に
対
し
て
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ

る
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
久
慈
専
務
。

今
後
は
ア
メ
リ
カ
で
の
展
開
も
予
定
し
て
お
り
、

糖
類
無
添
加
梅
酒
の
さ
ら
な
る
海
外
販
路
の
拡

大
が
期
待
で
き
る
。

震
災
の
影
響
と
今
後
の
取
組
み

南
部
美
人
も
や
は
り
震
災
の
影
響
は
大
き
く
、

風
評
被
害
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
断
絶
、
飲

食
店
の
経
営
悪
化
に
よ
る
経
済
的
二
次
被
害
と

非
常
に
危
機
感
を
感
じ
た
と
い
う
。

当
時
、
久
慈
専
務
は
「
何
か
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
」
と
地
元
東
北
の
蔵
元
に
声
を
か
け
、

「
東
北
の
産
品
を
消
費
し
て
ほ
し
い
」
とY

ou-
T
ube

を
通
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
情
報
発
信
。
情

報
発
信
の
輪
は
全
国
へ
と
広
が
り
、「
東
北
応

援
消
費
」
と
い
う
復
興
機
運
の
き
っ
か
け
を
生

ん
だ
。

「
今
後
は
自
社
の
事
業
推
進
と
と
も
に
、
復

興
の
取
組
み
を
継
続
し
た
い
」
と
久
慈
専
務
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
被
災
し
た
酒
蔵
を
も
つ

同
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
い
う
。
さ
ら

に
、
陸
前
高
田
市
に
は
北
限
の
ゆ
ず
の
産
地
が

あ
る
が
、
こ
の
ゆ
ず
を
活
用
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル

商
品
化
を
目
指
す
。
初
年
度
売
上
げ
の
全
額
を

陸
前
高
田
市
に
寄
付
、
次
年
度
以
降
も
売
上
げ

の
一
部
を
寄
付
し
て
い
く
と
い
う
。「
今
は
ま

だ
原
材
料
供
給
量
は
少
な
い
が
、
生
産
現
場
が

増
え
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
が
根
付
け
ば
地
元
農
家

の
活
性
化
に
な
る
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

梅
に
続
き
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
山
ブ
ド
ウ
と

糖
類
無
添
加
リ
キ
ュ
ー
ル
は
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

展
開
予
定
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
果
実
に
活
用
可
能

な
「
応
用
性
」
の
視
点
に
よ
り
、
南
部
美
人
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
中
心
と
な
っ
て
原
材
料
提
供
農
家

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
各
方
面
へ
広
が
り
を
見

せ
る
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
、
あ
ら
た
め
て
農

商
工
等
連
携
の
認
定
制
度
が
地
域
に
与
え
る
影

響
力
を
感
じ
た
。「
南
部
美
人
」
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
、
そ
し
て
「
糖
類
無
添
加
」「
ノ
ン
シ
ュ

ガ
ー
」
と
い
う
特
許
技
術
に
よ
る
差
別
化
を
武

器
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
事
業
の
可
能
性
を
期

待
し
た
い
。

「南部美人」ブランドの商品ラインアップ

認定事業商品の糖類無添加
「ノンシュガー」梅酒
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